
腫瘍・炎症・モノクローナル

502　1n－111e識モノクローナル抗体の腫瘍集積性

に関する基礎的検討

　　村中明、福永仁夫、小野志磨人、古川高子

　　永井清久、光森通英、大塚信昭、森田陸司

　　（川崎医大　核）

　ヒト大腸癌に対するln－111標識モノクローナル抗

体（19－9，17－1A）を用い、培養細胞や組織切片への

invitro　bindingと担癌ヌードマウスにおける体内分

布を比較し、その腫瘍集積性の基礎的検討を行なった．

　Cellbindingの検討では、ヒト大腸癌由来の培養細

胞（SV948，SV1417）に対する結合は5～20％／IO6ce”

で特異的結合が認められた．コントロールとして行な

ったヒト子宮頸部癌由来のHeLaS3への結合は1％以下

であった。SV948細胞をヌードマウスに移植し、形成

された腫瘍および正常組績を摘出し、組織切片に対す

る標識抗体の結合をin　vitroで検討すると、陸磨組績

への結合は細胞への結合に比べて著明に減少したが、

他の正常組織（肝、腎、筋由、等、より3～12倍大で

あった．一方、SV948担癌ヌードマウスの体内分布で

は、両抗体とも腫瘍部に集積しi■aging可能であった

が、肝や腎にも著明に集積し、invitro　bindingと差

異が認められた．

503　　1n－111標識抗膵癌・大胞癌モノクロ＿ナル抗
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ー ジングに関する墓礎的検討
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　　秀毛範至，利波紀久．久田欣一（金大　核）

1289

　抗膵癌・大脇癌モノクローナル抗体である19－9，17

－ 1Aのf（ab’）2フラグメントをIn－111で標識し、腫扇

免疫イメージングにおける有用性を，cellbinding

assay．手術及び剖検により得られた人癌組織との

assay，担癌ヌードマウスでのイメー一ジンクにおける

ク⊥ン酸ガリウムとの比較により検詞した。

　ln－111－19－9　F（ab’）2と大腸癌細胞（Co｜o－201）との

cellbindinO　assayでは、XIDは53．9・・54．OXであり、

対照とした甲状腺乳頭腺癌細胞（TPC－1｝での0．1－O．3

Xに比べ極めて高い結合率を示した。手術及び剖検で

得られた人癌組織切片を用いたinvitro　assayでは、

大田癌組織で、In－111－17－1AF（ab’）2と強く反応す

る例が多く見られた。鱒癌（NHS）を担癌したマウスに

In－111－19－9「（ab’）2を投与して得られたイメージン

グでは、投与8時間以後において腫癌部にクエン酸ガ

リウムより強い集積が認められたが、腎・肝への高い

集積も認められた。

　以上より、In－111標識19－9　r（ab’）2b17－IA　F〔ab

’）2は、膵癌、大口癌の診断に有用であると思われた。

504　　　担癌ヌードマウスを用いたln－111標識抗

CA　19－9抗体によるRadioimmunodet㏄tion

　中田恵輔・，河野健次J，察　清森・，原田良策・，島　正

義・，佐藤　彬・，楠本征夫・，石井伸子2，小路敏彦2t長

瀧重信s（長崎大学第1内科’，同保健管理センター2）

　担癌ヌードマウスを用いたIn－111標識抗CA19－9抗体

によるRadioimmunOdetectionを行ない、ガリウムシンチ

と比較検討したので報告する。

　腫瘍細胞としては大腸癌由来のBM　314株を用い、ヌー

ドマウスの大腿皮下に移植した。抗CA　19－9抗体は

F（ab’）2としDTPAと架橋後、　In－111で標識した。

コントロールとして正常マウスIgGのF（ab’）2fraction

を使用し、同様に標識した。

　担癌ヌードマウスの尾静脈から標識抗体、標識正常

IgG、あるいは67GaCl　2を各々100　pCi静注し8日目に屠殺

、腫瘍ならびに各臓器の放射活性を測定した。

腫瘍／血液の放射活性比は、抗CA　19－9抗体群で24．8±

6．7（n＝7）、正常IgG群で14．6±3．8（nニ6）、GaCl　2群

で15．5±3．6（n＝6）であり、抗CA19－9抗体群は他群に

比べ有意に高値を示した。　（P〈0．01）

　以上の結果から、抗CA　19－9抗体による腫瘍の

RadioimmunOdetectionの有用性が示唆された。

505　　　ヒト大腸癌に対するモノクローナル抗体

19．9および17－IAを用いるradioi■munoimagingの

基礎的検村

　渡辺祐司．阪原晴海，遠藤啓吾．小泉　満，

　国松美帆子，河村泰孝，太田仁八　　（京大．放核）

　中島鉄夫．鳥塚莞繭　　（福井医大）

　ヒト大腸癌培養細胞を用いて作製されたモ抗体19－9，

17－1Aの「（ab’）2分画をln“111で標識して・培養細胞

との反応性およびヌードマウスに移楠したヒト大腸癌

への集積について検肘した。F（ab’）2のln－111標識は

あらかじめDTPAを結合したF（ab’）2にln’111をキレ『t

トさせる方法で行なった。大腸癌培養細胞（SWII16，

LoVO，　LS180）、胃癌培養細胞（KAIO　m）、ヌードマウ

スに維代移植されている大腸癌（Co－3）とのin　vitro

における結合性では、19－9は、3種類の検体と反応し

たのに対し、17－1Aはすべての検体と反応した。　In－

111標識17－1A「（ab’）2をtS180移植ヌードマウスに

投与したところ、腫瘍は時間の経過とともに陽性描画

されたが、腎にも強いRIの集積を認めた。腫瘍には1

gあたり投与量の約6％が集積し、腫癌／血液比も

9．4と高かったが、肝、腎にもそれぞれ10あたり投与

■の約7％、約70％の放射能を認めた。In－111で標識

した19－9，17－1AのF（ab’）2分画はin　vitroの検討お

よび動物実験においてすぐれた腫嘉集積性を示し、臨

床応用にも大きく期特が持てると考えられる。
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